
平成瑠9年度『鰹業基礎』呆践と評価  

「起業基礎」委員会  奥村 準子  

要旨 「起業基礎」開発5年目となる平成19年度は、科目の到達目標「7つの力」をもとに、新た  

な取り組みとして、ノートブックの作成、長期休業中の課題、融資審査システムの合理化、保健所の  

設置、大阪商業大学主催「ビジネスアイディア甲子園・起業教育ミーティング」参加、などを実施し  

た。これらの活動をとおし、生徒の自己評価をふまえた多面的な評価活動をおこない、生徒のキャリ  

ア形成支援とその変容（成果）について報告する。  

キーワード  アントレプレナーシップ・キャリア形成・社会人基礎力・体験型学習・評価活動  

はじめに   

平成15～17年度において本校が研究開発指定（研究  

課題「大学との連携による高等学校における起業・ベン  

チャー教育プログラムの開発」）を受けた科目「起業基  

礎」も開発から5年目を迎え、校内におけるアントレプ  

レナーシップ育成に関わる様々な取り組みも充実してき  

た。これまでの蓄積を活かしつつ、平成19年度はいくつ  

かの新たな挑戦をおこなった。  

信と保護者を巻き込んだ行事運営を展開する。  

（5）総合学科の生徒として、自身のキャリア形成を意  

識させ、進路実現を促進するために、1年次の「産社・  

産理」の時間を用いて「自由・自律・自覚」の生活目標  

を実現させるとともに、「単位制で系列科目選択」が重  

要な位置を占める総合学科のシステムを理解させる。   

今年度は、これに加え、教科「産業」の2年次科目で  

ある「起業基礎」の学習を経験させるねらいを以下のよ  

うに考えた。  1．指導のねらい   

総合学科13期生担任団は、新入生を迎え入れた平成  

18年度に、3年間の高校生活を見通した以下の目標を立  

て、計画的に実践してきた。  

（6）「起業基礎」のねらいと培いたい「7つの力」（次  

項参照）を身に付ける過程のなかで、社会と自分との「つ  

ながり（関係性）」を意識し、社会に責献することの意  

義や、失敗から学ぶことの大切さを学びながら問題発見  

・解決能力を育み、3年次科目の「卒業研究」のテーマ  

や自身の進路について考える契機とする。   

【13期生担任団のビジョン】  

（1）チームワークの大切さを学ぶ体験重視の学習プロ  

グラムによってリーダーを育て、生徒の主体性を伸ばす  

学年運営をおこなう。（1年次最初の行事：コミュニケ  

ーション・キャンプの目標を「Self Challenge Team  

Challnege」とした）  

（2）高校受験でバーンアウトした生徒や、中学校で学  

校外の社会ヘドロツプアウ卜していた生徒が「学校は楽  

しい」「学習は楽しい」と感じる場を創出する  

（3）（2）の実現に向け、生徒の自尊感情の保証を目  

指したクラス運営・学校運営を目指す。具体的な方策と  

して、HR担任のカウンセリングスキルの向上、学年表  

彰制度など生徒の学習成果を積極的に評価する場を設け  

る。  

（4）保護者との連携を意図し、毎月1回の年次通信発  

行や学務情報共有システムの活用など、積極的な情報発  

以上のねらいをふまえ、具体的な目標を次項に掲げた。  

2．培いたい力   

開発5年目を迎えた「起業基礎」の学習目標は、以下  

のとおりである。（本校「第10回総合学科研究大会資料  

集」（2007）より抜粋）  

【「起業基礎」の学習目標】   

教科「産業」の学習を踏まえた、起業に関する体験的  

かつ実践的な学習を通して、自らの発想を実態に基づい  

て具現化すると共に、起業家精神を養い、物事に主体的  

に取り組む態度を育成する。また、教育、環境、生活、   
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表彰され 後者は実践報告の発表と質疑応答をおこなっ  

た。（詳細は後述）   

学校、地域、福祉、文化などの社会的な領域において、  

生徒の身近な視点で問題点を発見し、その解決策を具体  

的に考え、実践する能力を育成する。   

こうした多方面からの評価により、生徒のキャリア形  

成をより効果的に測定できたと考えられる。   

また、自身の活動をふりかえる自己評価システムにつ  

いては、下記ふたつの資料を参考にした。参考資料①は  

文部科学省が高等学校（特に普通科）におけるキャリア  

教育の在り方について具体的検討をおこなうために設置  

した会議の報告書であり、キャリア教育推進にむけた提  

言と具体的指導例・留意点が盛り込まれており、総合学  

科の必修科目である「産業社会と人間」がキャリア教育  

に極めて有功であること、適切な評価方法の検討などが  

指摘されている。   

参考資料②は、経済産業省が日本経済を担う産業人材  

の確保・育成の観点から開催した研究会である。職場で  

求められる諸能力を「社会人基礎力」と定義し、これを  

構成する三要素「前に踏み出す力（アクション）」「考  

え抜く力（シンキング）」「チームで働く力（チームワ  

ーク）」の育成について、産学連携をはじめ教育機関や  

家庭・地域社会全体で取り組むべき課題を具体的に提案  

している。   

これらを参考に、本校開発科目である「起業基礎」の  

めざす「7つの力」を構成する具体的な能力要素につい  

て明確化し、生徒に自己評価させることを試みた。  

本校では特に「起業家精神（アントレプレナーシップ）」  

育成が重視され、単に会社を興すことではなく、広く「事  

業をおこすこと」（例えば、新しいボランティア活動を  

企画し、実際に活動するなど）を視野に入れた事業を評  

価する方針をもち、学習目標実現のために、生徒に向け  

た到達目標として「7つの力」を示している。  

【起業基礎で養いたい「7 

① 問題発見力（社会のニーズを見つける力）  

② アイデアカ（発見した問題を解決するアイデアを   

考察する力）  

③ 企画立案力（アイデアを具体化する力）  

④ 実行力（実際に試行錯誤する力）  

⑤ 情報力（必要な情報を集め、活用し、発信する力）  

⑥ チームワークカ（他者の考えを理解し、協力して   

いく力）  

⑦ プレゼンテーションカ（自分の考えをわかりやす   

く人に伝える力）   

今年度は、独立行政法人日本学術振興会の科学研究費  

補助金（奨励研究）の交付（代表：奥村準子、研究課題  

名：「総合学科高校のアントレプレナーシップ教育にお  

ける生徒のキャリア形成測定手法の開発」、課題番号：  

19906026）を受け、外部機関との連携を含めた評価シ  

ステムの構築を目指して取り組んできた。   

具体的には、経済産業省が発表した「社会人基礎力」  

を参考に、京都・アントレプレナーシップセンターや大  

阪商業大学の起業教育研究会などが主催するセミナーや  

イベントに教員が参加しながら、「7つの力」の下位項  

目として具体的な活動実績を数値化し、自身の活動をふ  

りかえる自己評価システム構築を目指す一方、生徒の校  

外への活動を積極的に促し連携をとるなかで、外部から  

の評価をいただくことをめざした。今年度は以下の形で  

外部から評価をいただいた。  

参考資料①  「高等学校におけるキャリア教育の推進に関  

する調査研究協力者会議 報告書～普通科におけるキャ  

リア教育の推進～」（2006年11月）  

第2章 キャリア教育の推進のための方策  

提言3 キャリア教育の位置づけの明確化に向けての検討   

社会的自立、職業的自立に向けたキャリア教育の推進と充実を図るた  

めに、その中核となる時間を教育課程に明確に位置付けることが求めら  

れる。例えば「産業社会と人間」の履修を通して、生徒の学習に対する  

姿勢や態度、目的意識や進路意識の向上に大きくつながっており、極め  

て有効なものとなっている。  

授言4 キャリア教育の適切な評価及び生徒の評価方法の検討   

キャリア教育の目標達成・効果的実践のために、PDCAサイクルや  

自己評価カード、ボートフォリオ等を用いることが有効であることなど、  

キャリア発達の評価方法等について、各学校、各都道府県教育委員会及  

び国等において、検討することを求めたい。  

参考資料②  「社会人基礎力」に関する研究会・中間取り  

まとめ（2006年2月）  

「社会人基礎力」  

＝「組織や地域社会の中で多様な人々とともに仕事を行っていく  

上で必要な基礎的な能力」  

社会人基礎力を構成する主要な能力   

甘「前に跨み出す力」（アクション）、一歩前に踏み出し、失敗して  

も粘り強く取り組む力～   

寄「考え抜く力」（シンキング）～疑問を持ち、考え抜く力～   

③「チームで働く力」（チームワーク）～多様な人とともに、目標に  

向けて協力する力～   

1．坂戸総合政策部広報広聴課および読売コミュニティ  

センターが生徒の起業活動（詳細は後述）を取材し、「広  

報さかど（坂戸市広報誌）」・「よみうりVoice（3市  

2町に75，000部発行の情報誌）」に記載された。  

2．大阪商業大学主催「ビジネスアイデア甲子園」およ  

び「起業教育ミーティング」へ参加し、前者は入賞者が  
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3．キャリア形成上の留意点（平成19年魔の新た   

な試み）   

この項では、上記のねらいにもとづいて、平成19年  

度「起業基礎」委員会（授業担当者9名：竹内・後藤・  

奥村・渋木・初谷・封崎・丹羽・金城・田中）が新たに  

試みた授業上のくふうについて述べる。  

36．評価方法  

（2）春休みの課題（プレ起業基礎）、夏休みの課題（企  

業見学）   

起業基礎の授業が始まる前の春休みに、生徒の授業参  

加意欲喚起と事前学習をねらった「プレ起業基礎課題」  

を出した。内容は、以下の2冊の書籍（山田昌弘『新平  

等社会一希望格差を超えて一格差社会』2006文聾  

春秋、一橋総合研究所『「身の丈起業」のすすめ』2005  

講談社現代新書）の一部を読んでレポートを作成するも  

のであるが、現代社会が抱える大きな課題である「雇用  

格差（ニート・フリーター問題も含む）」とそれを解決  

する方策のひとつである「起業」について、概略的な知  

識を得ることと、「起業基礎」という授業をとおして、  

勤労観と職業観を形成していくことが求められていると  

いうことを考えさせるねらいがあった。ただし、文章読  

解力の個人差や部活動で時間が少ない生徒もいるため、  

難易度に合わせて3つのコースを用意し、自分の力に合  

わせた課題を選択させ、年度初めの授業のグループ内発  

表とブレーンストーミング及びKJ法を利用した問題解  

決学習とポスター発表によって情報共有をおこなった。   

また、夏休み課題「企業見学」については、希望制を  

取り、実施した生徒に対して2学期の評価を加算する形  

で実施した。平成17年度に実施した就業体験の再開も検  

討したが、時間的な拘束（最長1週間）が大きいために  

かえって参加希望生徒数が少なくなることも懸念された  

ことと、「自分の興味関心ある仕事を自分で探す」こと  

にチャレンジさせたい、という意図から、授業担当者側  

のコーディネイトを敢えて行わない形で実施させた。そ  

の結果、42名の生徒が下記事業所への見学・ボランテ  

ィア活動に参加した。概観すると、活動参加が曹及して  

いるボランティア型の活動が多数派を占めたが、親戚や  

両親の知人を頼って見学した者や、企業が高校生向けに  

主催しているイベントに参加する者もおり、多様な参加  

形態が見られ 進路意識醸成の観点からもー定の成果が  

あったと思われる。夏休み課題も、2学期最初の授業で  

ふりかえりと分かちあいにより未参加の生徒も情報を共  

有できた。  

（1）ノート作成（H18につづき）   

平成18年度の「産業社会と人間・産業理解ノート」  

につづき、平成19年度の「起業基礎」も授業で使用す  

るワークシート・日誌をまとめてノートブックの形にす  

ることにした。平成19年の3～4月にかけ、授業担当  

者で年間計画と授業分担（ワークシート執筆）を決めて  

原稿を集約した。（時間不足もあり、項目によっては白  

紙のまま製本となった部分もある。）昨年度のノート作  

製の教育的効果として、記録の散逸を防ぎ、学年共通の  

ノートを持つことによる愛着感と一一体感を期待していた  

が、今年度はさらに、ワークシートと年間授業計画掲載  

によって「一年間の流れを見渡す視点」が生まれ、さら  

に昨年度の生徒のワークシートをモデル（手本）として  

掲載することにより、活動内容のイメージを具体的に伝  

えることが可能となり、ノート裏表紙に評価規準を記載  

することで授業に対する目標（何を頑張ると評価が上が  

るか）が明確となるなどの効果もあった。  

【平成19年度「起業基礎ノート」の構成（目次）】  

1．校長先生の言葉  2．年間学習計画  

3．年間行事計画  4．イントロダクションワークシート  

5．講演の聴き方説明  

7．発想をふくらませる  

9．ヒアリング説明  

11．構想・提案シート  

13．企画概要書説明   

15．企画概要書見本  

17．ポスター見本  

6∴講演会レジュメ   

8．説明・ワークシート  

10．アイディアを練る  

12．構想・提案シート記入例  

14．企画概要書（下書き用）  

16．企画提示方法説明  

18．ふりかえりワークシート  

19．企画書の書き方説明プリント 20．企画書（下書き用）  

21．企画書サンプル  22．企業見学説明  

23．企業見学ワークシート 24．企業見学発表会ワークシート  

25．起業登録・企業運営説明   

26．ふりかえりワークシート（2学期中間）  

27．ふりかえりワークシート（2学期末）  

28．事業報告書説明  29．事業報告書（下書き用）  

30．事業報告書サンプル   31．活動報告会説明  

32．活動報告サンプル  33．研究大会発表説明  

34．ふりかえりワークシート 35．起業基礎ワークシート  

【夏休み課題・企業見学 訪問事業所一覧】  

（）内の数字は参加人数   

児童館、シャープ株式会社、ファミリーマート、LOTTE、  

セブンイレブン、ダイエー、シヤロームガーデン坂戸（4）、私  

立滝の椙保育園（3日間）（3）、丸木美術館、みのり保育園、  

特別養護老人ホーム（重度認知症患者受け入れ施設）、あさば   
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次ホームルーム前に設置）を積極的に利用した。予備プ  

リントの配布や企業活動の詳細情報を告知したり、転職  

を希望する生徒に対する採用情報などもこちらに掲示す  

るなど、生徒への注意喚起を促した。  

保育園（2）、坂戸よさこい祭り（坂戸市立第一福祉作業所）（2）、  

新座市児童センターキャンプ場、平成20年度インターハイ開催1年前  

イベント（坂戸市運動公園）（4）、日経エデュケーションチャレン  

ジ（ア刈れファミリー株式会社）、柏の菓診療所と薬局（サマーサイ  

エンスキャンプ2007）、（福）陽明福祉会 陽明保育園（4）、ファ  

ミマフェスタ（束京ビッグサイト）、アニマルセラピーの紹介、  

ヴェリエ・アームス（美容院） 等  

参加者 計42／159名（26．4％）  

（5）保健所の設置   

例年、校内で活動する企業の多くが文化祭感覚で食品  

調理・販売活動を希望するが、食品取扱企業として食品  

衛生に関する知識を身に付けて衛生意識を高めるため、  

今年度は新たに「つくさか保健所」を設置し、「食品衛  

生管理責任者」による講習・試験を実施することにした。  

詳細については後掲資料（5．実施報告（2）平成19年  

度「起業基礎」保健所設置について・第1回「起業基礎」  

食品衛生管理責任者試験）を参照していただきたい。  

（3）起業家講演について   

今年度は1学期のうちにできるだけ多くの社会人から  

話を聞く機会を設けたいと考え、3名の講師を呼ぶこと  

になった。講師は以下の方々である。  

・平塚知貴子 氏   

（株）エデュケーションデザインラボ代表取締役、  

（特）ままと－ん理事長  

・吉田 雅紀 氏  

関西学院大学専門職大学院 経営戦略研究科教授、  

（株）あきない総合研究所代表取締役、デジタル  

ハリウッド大学院 客員教授  

・生田  茂 氏  

筑波大学大学院人間総合科学研究科教授   

（6）ビジネスアイデア甲子園と起業教育ミーティング  

参加   

今年度の新たな挑戦のひとつとして、起業教育の先進  

的研究をおこなっている大阪商業大学が主催する「第6  

回大南大ビジネスアイディア甲子園2007」および「高  

校生起業教育ミーティング2007」に参加した。同校が  

主催する高校教員向けセミナー「起業教育研究会」には  

ここ3年「起業基礎」担当教員が参加して研修を積んで  

きたが、初めて生徒にも参加を促した。ビジネスアイデ  

ィア甲子園は、高校生独自の視点で社会をおもしろくす  

るビジネスアイディアをA4サイズの応募用紙（追加資  

料はA3サイズ1枚まで）に説明するコンテストである  

（2007年度応募校数114）。積棲的な参加を呼びかけ  

たが、応募〆切が企業活動の佳境に入った10月未だった  

こともあり、応募数はわずか5名にとどまった。「ニュ  

ービジネス部門」に応募したアイディアのひとつ（企業  

名：深谷カンパニー、作品名：Dear：JurdorhighschooI  

Students、内容：中学生向け高等学校紹介パンフレット  

の作成・販売）が奨励賞を受賞し、「高校生起業教育ミ  

ーティング2007」において活動報告を発表する機会を  

いただいた。「アイディア」にとどまらず「アイディア  

を具現化（実際に活動）する」点を評価していただいた。   

特に平塚氏の講演は、子育て支援ネットワークをNP  

O法人設立まで発展していく過程について、家庭の主婦  

のニーズをNPO法人設立というかたちで具体的に示し  

ていただき、「起業することのおもしろさ」を体感でき  

たことが生徒の講演ノートから伺えた。  

（4）融資審査システムの変更（合理化、現実対応、失  

敗から学ばせる）   

年間授業計画を立てるにあたり、昨年度の引き継ぎ内  

容を検討したところ、「法務局・銀行での審査待ち渋滞」  

が課題に挙げられた。生徒が企業登録をおこなう際、書  

類審査やプレゼンテーション不足により不合格となるこ  

とがあるが、法務局の手続きを簡素化（対応教員を1人  

にする）し、銀行の融資審査窓口を増やす（各系列から  

の支援教員含め最大8名）ことで混雑緩和をめざした。  

結果、生徒からの渋滞苦情は大幅に軽減されたが、複数  

回審査にチャレンジした2～3の企業から「前回と審査  

基準が異なる」などの不満も出た。審査に関する教員間  

の引き継ぎはできるだけ密におこなってきたが、今後の  

課題といえそうだ。   

また、学年（科目受講者）全体への連絡事項について  

は、クラスを越えた活動となるため、学年掲示板（2年  
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4．年間授業計画  

H19年度「起業基礎」学習計画  

教科「産業」の学習を踏まえた、起業に関する体験的かつ実践的な学習を通して、自らの発想を実態に基づいて具体化するとともに、起  
業家精神を養い、物事に主体的に取り組む態度を育成する。また、教育、環鼠生活、学校、地軌福祉、文化などの社会的な領域におい  
て、生徒の身近な視点で問題点を発見し、その解決策を具体的に行う能力を育成する。つまり、社会に貢献すること（社会益）を視野に入  

目標     れた起業アイディアを具現化することにより、①問題発見力（社会のニーズを見つける力）②アイデアカ（発見した問題を解決するアイデ  
アを考案する力）③企画立案力（アイデアを具現化する力）④実行力（実際に試行錯誤する力）⑤情報力（必要な情報を集め、活用し、発  
僑する力）⑥チームウ≠クカ（他者の考えを理解し、協力していく力）⑦プレゼンテーションカ（自分の考えを相手にわかりやす＜まと吟  
て伝える力）の7つの力を鼻につけることを目的とする。   

N0．  月  日   単元   目的   学習内容   使用教室   

全体ガイダンス①   起業基礎の全体像を知る   科目の位置つけについて   

17  
アイディアを出すための発想法や  

多自的  

2  発想法を学ぶ  発想の整理法について学ぶ   学習内容の説明  

4  

3  

24   発想法を学Jぶ   アイディアを出すための発想法や  
発想の整理法について学ぶ   

プレーンストーミンク   多目的   

4  

5  
発想法を学ぶ   アイディアを出すための発想法や  

発想の整理法について学ぶ   
KJ法   多目的  

6  

7  
講演   

NPO法人「まま－とん」代表  
8  （株）工デュトションう市◆代表取締役   NPO法人立ち上げ 他   多目的  

8  平塚知素手さん  

9  DREAMGATEトフフ●ロデ1一ト   

5   講演  関西学院大学教授  吉田雅紀   「すきめし」   多目的  

10  

22   講演   
筑波大学  

生田茂先生   
常軌ことらわれないで考える   多目的  

12  

13  ヒアリング①   自己の活動をふりかえる   クラスことのグループ面接   B館1階  

29  

14  アイデアを練る①   アイデアを練る   個人でアイデアを持つ   HR   

15  アイデアを練る②   アイデアを練る   仲間を集める   多目的  

5  

16  アイデアを練る③   アイデアの具現化   企画を練る   多自的  

17  企画提示準備   ポスターセッション準備   企画提示の準備をする。   多目的  

12  
A・Bパリ  

18  企画の提示   ポスターセッション   企画を発表する 多目的  

6  
A・Bパリ  

19  ヒアリング②   クラスことのグループ面接   B館1階  

19  自己の活動をJSlりかえる  

20  ふりかえり（個人）  ふりかえりシートに記入   HR 

21  企画書の書き方   企画書の書き方を学ぶ   企画者の書き方を理解す挙   

26  多目的  

22  企画普を喜＜   企画書の苔き方を学ぶ   企画書を書いてみる   

23  夏期 休業中  企業見学   企業の組織構成について知る   企業見学をする  

24  発表会   企業見学結果の発表会左行う   お互いの発表を聞き合う   多目的  

4  

25  起業登録の説明   起業活動の方法を知る   起業登録の方法を知る   多目的  

26  起業活動①   

9  起業活動を行う   企画を運営し、再検討する   多自由  

27  起業活動②  
A・Bパリ  

28  起業活動③   

18  起業活動を行う   企画を運営し、再検討する   多自的  

29  起業活動④   
A・Bパリ  

30 31  
起業活動⑤   

2  起業活動を行う   企画を運営し、再検討する   多目的  

起業活動◎   
A・Bパリ  
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H19年度「起業基礎」学習計画  

教科「産業」の学習を踏まえた、起業に関する体験的かつ実践的な学習を通して、自らの発想を実態に基ついて具体化するとともに、起  

実家精神を善い、物事に主体的に取り組む態度を育成する。また、教育、環境、生活、学校、地域、福祉、文化などの社会的な領域におい  
て、生徒の身近な視点で問題点を発見し、その解決策を具体的に行う能力を育成する。つまり、社会に貢献すること（社会益）を視野に入  

目標           れた起業アイディアを具現化することにより、①問題発見力（社会のニースを見つける力）②アイデアカ（発見した問題を解決するアイデ  
アを考案する力）③企画立案力（アイデアを具現化する力）④実行力（実際に試行錯誤する力）⑤情報力（必要な情報を集め、活用し、発  
屠する力）⑥チームワークカ（他者の考えを理解し、協力していく力）⑦プレゼンテーションカ（自分の考えを相手にわかりやすくまとめ  
て伝える力）の7つの力を身につけることを目的とする。   

32  起業活動⑦   

9  起業活動を行う   企画を運営し、再検討する   多目的  

起業活動⑧  
A・Bパリ  

33  

34  ヒアリンク③   クラスごとのクループ面接   B館1階  

10                    16  自己の活動をふりかえる  

35  ふりかえり（個人）  ふりかえりシートに記入   HR  

36  起業活動⑨   

23  起業活動を行う   企画を運営し、再検討する   多目的  

起業活動⑲  
A・Bパリ  

37  

38  起業活動⑪   
30  起業活動を行う   企画を運営し、再検討する   多自的  

39  起業活動⑫   
A・Bパリ  

40  起業活動⑯   
6  起業活動を行う   企画を運営し、再検討する   多目的  

起業活動⑭  
A・Bパリ  

41  

42  起業活動⑮   
13  起業活動を行う   企画を運営し、再検討する   多目的  

43  起業活動⑯  
A・Bパリ  

44  ヒアリング④   クラスことのグループ面接   B館1階  

20  自己の活動をふりかえる  

45   ふりかえり（個人）  ふりかえりシートに記入   HR   

48  事業報告書の説明   事業報告の方法を知る   事業報告書の書き方を学ぶ   多目的  
A・Bパリ  

47  事業報告書の作成①   事業報告書を作成する   報告書をまとめる   多目的  

12   
A・Bパリ  

48  事業報告書の作成②   
18  事業報告書を作成する   報告書をまとめる   多目的  

49  事業報告書の作成③   
A・Bパリ  

52  事業報告書の作成④   事業報告書を作成する   報告書をまとめる   多目的  

8  
A・Bパリ  

53  事業報告書の連出   事業報告書の提出   報告書をまとめる   多目的  
A・Bパリ  

54  活動報告会の説明   活動報告会の方法を知る   活動報告会の方法を知る   多自的  

22  
A・Bパリ  

55  ポスターの作成①   プレゼン準備   ポスターの作成   多目的  
A・Bパリ  

58  ポスターの作成②   

22  プレゼン準備   ポスターの完成   多日的  

57   ポスターの作成③   
A・Bパリ  

58  ポスターの作成④   

12  プレゼン準備   ポスターの完成   多目的  

59  ポスターの作成⑤  
A・Bパリ  

60  研究大会   外部に発表する   発表する   体育館  

61  ヒアリング⑤   クラスことのグループ面接   B館1階  
26  自己の活動をふりかえる  

62   ふりかえり（個人）  ふりかえりシートに記入   HR   
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5．実施報告（資料1～3は後掲）  

匝堕∃生徒の活動記録   

①5月8日講演記録 ②夏休み課題 ③企画書   

（下書用） ④資金計画書（下善用） ⑤2学期ふり   

かえりシート ⑥10月30日・11月6日起業基礎ワ   

ークシー ト  ⑦活動のようす（写真）  

匪］保健所設置について・食品衛生管理責任者試験  

［垂亘］全企業の活動状況まとめ   

（4）ケーススタディ企業活動   

ここでは、今年度活動をおこなった企業のうち、積極  

的に校外活動をおこない、外部団体とのつながりをつく  

ることに成功した企業を4社紹介する。  

意識喚起をおこない、坂戸市の広報誌へ掲載をはたらきかけ、多くの人   

々に対し環境について考えてもらうことを目指した。11月17日坂戸市   

商工労政課が主催する「第3回さかど元気朝市」に出展し、伊利坂戸市   

長も視察に訪れるなか、エコバッグの販売と地球温暖化の現状を市民に   

説明した。完売には至らなかったが、7，190円の利益を出してビジネス   

としても成功していた。また、12月15日付の「広報さかど」と11月24   

日付情報誌「よみうりVoice」に活動の様子が掲載され、企業の目標で   

あった「多くの人々に環境について考えてもらう」ことを実現した。  

事例④「7538．music」（資料①－7）  

～坂戸サークルホームでの活動～   

演劇部とアンサンプル部で活動する社員4名が「自分たちの音楽表現   

を聞いてもらいたい」という思いをビジネスとして乗積できないかと模   

索した企業である。結果的に営利活動には至らなかったものの、社会福   

祉法人プラモウト・サークルクラブが経営する特別養穫老人ホーム「坂   

戸サークルホーム」への慰問という形で活動が実現した。企業活動期間   

の延長頼いを提出し、11月22日の下見（打ち合わせ）を経て、11月25   

日に同施設を訪問した。当日は、利用者・社員約60名の前で「幸せなら   

手をたたこう」「ふるさと」などを演秦した。   

事例①「筑坂清掃団」（資料1－③）  

～地域・坂戸市役所への働きかけ～   

「起業基礎」の学習目標である「起業家精神（アントレプレナーシッ   

プ）」を「事業をおこす（社会益を得る）こと」と捉え、摘掃活動によ   

り社会を知り、地域に学校をアピールすることを目指して活動をおこな   

った。活動許可と清掃用具の貸出を坂戸市役所に求め、地域住民にも参   

加を呼びかけた結果、3名の参加が得られた。また、拾ったタバコの吸   

い殻が1000本以上に及んだことから、坂戸市議会に対し、12月定例会   

の一般質問で「ポイ捨て禁止条例の策定について（要望）」を提出、環   

境部長よりEメールで回答を得るところまで発展した。  

以上の事例から、校外での企業活動の特徴として「福  

祉・環境に関わる活動」が中心となったことが挙げられ  

る。企業としての利益を生むことには成功していないが、  

日本社会の抱える課題に対して高校生独自の視線で活動  

を展開した点が評価できるだろう。また、校内の活動に  

目を向けると、食品調理販売企業が主流のなか、靴・上  

履きの消臭殺菌、ヘアメイクサービス、テスト対策問題  

集販売、VTR作成・上映会開催など、新たなサービス  

提供をアイディアに健闘する企業もあった。「ものづく  

り」から「サービス」へ、本校の企業活動も多様化を遂  

げている。  

事例②「深谷カンパニー」（資料1－⑦）  

～中学生に向けた新たなビジネス～   

前述した「ビジネスアイディア甲子園」で奨励賞を受賞した企業の活   

動である。中学生に理解の難しい総合学科のシステムを分かりやすく説   

明し、在校生独自の視点で学校を紹介する冊子「つくんぽ」を制作した。   

A5サイズ44ページから成る情報誌には、4つの系列、年間行事、つく   

さか独特の授業、校内のようす、部活・同好会紹介などが盛り込まれ内   

容豊富であった。11月17日に本校で行われた入試説明会において販売   

したが、売り上げは伸びず3．175円の赤字を出した。校内向けの販売で   

あれば生徒同士の友人関係や教員の愛情で販売数を伸ばすこともできる   

が、外部に向けた商品版売は、マーケテイングや広報戦略などクリアす   

べき厳しい課題があることを社員は身を以て体験することとなった。ま   

た、入試説明会当日は食品調理販売もふくめ複数の企業が括動をおこな   

ったが、受験生を顧客ターゲットにすることに対する是非論も教員間で   

起こり、検討すべき今後の課題となった。  

6．評価活動  

（1）成擁評価   

今年度「起業基礎」成績評価についてはノート裏表紙  

に下記の通り記載した。  

評価の割合（％）  【授業の成擁評価】  

《l学期》   

① 春休みの課題（提出・内容・テスト）  10％  

② 授業の記録（ガイダンス・起業家講話・起業プロセスを学ぶ）  

10％  

③ 企画書の提出・内容  20％  

④ ポスターセッションの参加・内容  10％  

⑤ ふりかえりシートの内容  10％  

⑥ ヒアリング（第1回目5／30、第2回目6／27）20％   

事例③「Ck訓′s」（資料1－⑨、⑦）  

～地域行事への参加と広報活動～   

坂戸市のスーパー各店でおこなわれているレジ袋削減運動に対し、エ  

コ／1ッグ（トートバッグ）を販売しながら市民へ環境（Eco）に対する  
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⑦ 毎回のワークシートの記録状況  

《2学期》  

甘 夏休みの課題（提出・内容）  

′暫 企画審査をうけたか  

③ 起業活動ができたか  

④ ふりかえりシートの内容  

4．実行力（実際に試行錯誤する力）  

QlO 指示を待つのではなく、みずからやるべきことを見つけ  

て積極的にとりくむ。   

Qll「やろうよ」と呼びかけ、目的に向かって周囲の人々を  

動かしていく。   

Q12 「いつまでにこれをやる」という目標を自ら設定し、計  

画的に取り組む。  

5．情報力（必要な情報を集め、活用し、発信する力）   

Q13 インターネット検索や聞き取り調査をおこない、ニーズ  

を把握する情報を集める。   

Q14 情報の取捨選択をおこない、必要な情報を整理してファ  

イルに保存・保管する。   

Q15 集めた情報を分析・整理し、企画書やポスターに書き出  

していく。  

6．チームワークカ（他者の考えを理解し、協力してい   

く力）   

Q16 話しやすい雰囲気をつくり、適切なタイミングの質問で  

相手の意見を引き出す。   

Q17 自分のやり方にこだわらず、仲間の意見や立場を尊重し  

理解する。   

Q18 チームの仕事のなかで仕事や役割を分担し、自分の責任  

を果たす。   

Q19 ミーティングや作業の時間を守るなど、仲間とのルール  

や約束を守る。   

Q20 意見が対立してストレスを感じたとき、成長の機会だと  

捉えて楽観的に対処する。  

7．プレゼンテーションカ（自分の考えをわかりやすく   

人に伝える力）  

Q21何を目的にし、だれに伝えるペきプレゼンテーションな  

のかを理解する。   

Q22 話し方と見せ方の両方を工夫し、筋道だった説明になる  

よう工夫する。   

Q23 他者からの評価で自分の課題（足りなかった点・エ夫が   

必要な点）を理解する。  

20％  

10％   

20％   

20％   

10％   

⑤ ヒアリング（第3回目9／5、第4回目11／21）20％   

⑥ 毎回のワークシートの記録状況  20％  

《3学期》   

① 起業活動状況  10％   

雷1事業報告書の提出  20％   

③ 事業報告会（ポスターセッション）の評価  20％   

④ ふりかえりシートの内容  20％   

⑤ ヒアリング（第5回目2／13）  10％   

⑥ 毎回のワークシートの記録状況  20％  

★起業基礎ファイル未提出者の評価は、「1」とする。  

（2）各学期末の自己評価（ふりかえリアンケート）   

これまでの科目開発によって生まれた「生徒に身に付  

けさせたい7つの力」について、前述した「社会人基礎  

力」などを参考に、今年度は各能力を構成する諸要素（下  

位項目）を下記のとおり新たに設定した。これらの諸要  

素について、各学期末に実施する自己評価活動（ふりか  

えりアンケート）のなかでその伸びを分析した。  

【「7つの力」を構成する諸要素（ふりかえリアンケー  

ト質問項目）】  

1．問題発見力（社会のニーズを見つける力）   

Ql 現代の社会・生活場面で起こる閉趣についてその原因や  

改善案を考える。   

Q2 現代の社会が求めるニーズについて、具体的な商品やサ  

ービスを考える。   

Q3 現状を分析し、「ここに問題（ニーズ）があり解決が必  

要だ」と他者に提案する。  

2．アイデアカ（発見した問題を解決するアイデアを考  

察する力）   

Q4 既存の発想にとらわれず、課題に対して新しい解決方法  

を考える。   

Q5 批判や非難をおそれず、自分のアイデアを他者に提案す  

る。   

Q6 良いアイデアが出るまで時間をかけて粘り強く考える。  

3．企画立案力（アイデアを具体化する力）   

Q7 ブレーンストーミングなどのアイデア法を活用してア  

イデアを企画にしていく。   

Q8 インパクトのあるネーミング（社名・企画名・商品名）  

を考える。   

Q9 企画の実現性や達成目標を明確にした企画書を作成する。  
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1学期は、問題先見力・アイディアカに困難を感じる  

生徒が目立った。また、主体性・計画性・情報の取捨選  

択についてもこれまでの教科主体の学習活動とはことな  

る環境にとまどいを感じているようだった。2学期に入  

り、実際の企業活動が始まると、項目全体に対して実現  

の実感をもつ生徒の割合が増え、アイディアの具現化に  

向けて粘り強く考える姿勢やチームワークと役割分担、  

自己の責任を意識して積極的に活動できたと感じている  

生徒が増えた。その・－一方で、活動に至らなかった生徒に  

は強い多忙感・困難を感じる授業であったことが下記の  

感想・要望から伺える。  

起業基礎・2学期ふりかえリ  
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馴 Q3 05 0   

※入力作業は起業基礎登録企業「フタエノキワミ（仮）」（登録No．200730）   

の協力による。  

【生徒による授業への要望・感想（1学期）】   

もう少し時間に余裕をもったスケジュールにしてはしい   

ノートは産社と同じ大きさがよいです‥・   

他者に自分の意見を述べる機会を、ポスターセッション以外  

にも作ってはしい   

ちゃんと責任感をもつ   

企画概要書・ポスターを作った時、時間が足りなかったので、  

提出までの期間を長くしてほしい   

もっと使える教室を増やしてほしい。多目的だけじや少ない。  

狭い。   

もっと楽しくしてほしい。   

先生も起業したら、先生がどれ程の力かわかると思う。   

現状維持   

企業アドバイザーがいたら、もっと現実的な企画になると思  

います。   

もっと人の行き来（社負の勧誘など）ができたらいいと思う。  

社員不足の企業は社員を引き抜きたくてもできない。   

具体的な日程がほしい。たまに意味不明   

もっと授業として取り組める時間がはしい   

これからの計画表をつくる時間がほしい   

もっといろんな人とチームをつくってチームワークを高めた  

かった   

相談窓口があるとうれしいです   

自分たちの企画の進行などの意見交換の機会を増やしてほしい   

もっと企業同士の連携を‥・   

実習をもっと取り入れると良いと思う   

放課後も起業基礎をやるために先生達ももっと協力してほしい   

（ポスターセッションで）良い評価だった2つの企業のプレ   

ゼンをみたい   

パソコン使わない授業にしてほしい。体がもちません。胃に  

穴があきそうです。  

【1学期ふりかえり・分析】  

実施：2007年7月11日 回収数：154（96．3％）  

○生徒が特に困難を感じている項目（「あまりセきない」・  

「できない」回答率が高い）   

Q2 現代の社会が求めるニーズについて、具体的な商品やサ  

ービスを考える。   

Q3 現状を分析し、「ここに問題（ニーズ）があり解決が必  

要だ」と他者に提案する。   

Q7 ブレーンストーミングなどのアイデア法を活用してアイ  

デアを企画にしていく。   

Qll「やろうよ」と呼びかけ、目的に向かって周囲の人々を  

動かしていく。   

Q12 「いつまでにこれをやる」という目標を自ら設定し、  

計画的に取り組む。   

Q14 情報の取捨選択をおこない、必要な情報を整理してフ  

ァイルに保存・保管する。  

【2学期ふりかえり・分析】  

実施：2007年11月20日 回収数：147（92．5％）  

01学期と比較して「できた」と回答した割合が増えた  

項目   

Q2 現代の社会が求めるニーズについて、具体的な商品やサ  

ービスを考える。   

Q4 既存の発想にとらわれず、課題に対して新しい解決方法  

を考える。   

Q6 良いアイデアが出るまで時間をかけて粘り強く考える。   

QlO 指示を待つのではなく、みずからやるぺきことを見つ  

けて積極的にとりくむ。   

Q15 集めた情報を分析・整理し、企画書やポスターに書き  

出していく。   

Q18 チームの仕事のなかで仕事や役割を分担し、自分の責  

任を果たす。  
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もらえたら、と考えている。   

自己評価システムの構築を目指した今年度の起業基礎  

であったが、結果として「システム」構築には至ってい  

ない。生徒の多くが「ふりかえりシート」に書き込んだ  

自身の課題は、「リーダーシップ」と「チームワーク」、  

「実行力」であった。これらの数値化と生徒へのフィー  

ドバックが今後の課題である。  

【生徒による授業への要望・感想（2学期）】   

企業活動の時間を長くする。   

審査の教員の配置を良く検討してほしい  

もっと具体例がほしかった  

説明をもっとしてほしい  

もっとこういった楽しい授業をたくさんしてほしい  

もっとリアリティがはしい   

あんまり忙しすぎないようにしてほしい（例えば起業基礎の  

ピーク時となにかの提出物がかぶらない ように）  

企業の一－一覧（どこでいつやるか）の紙を昇降口の所にも掲示  

した方がいいかもしれない。   

もっと食品以外の企業を増やして欲しい（食品以外の企業に  

魅力があるような説明をして下さい！）   

もっともっと市役所とかの連携がとれるようにするといい！   

（相互扶助）  

現状維持がペスト（このまま頑張っていきたい）  

料金の受け渡しについて（出入金の手続き？）   

先生が色んな企業を見て回り、アドバイスする   

自己のふりかえりだけでなく、グループやクラスのふりかえ  

りもする   

起業基礎暇多い  

もっとアドバイスが欲しい！！   

審査は1回目にうけた先生でやりたい。でないと話が伝わり  

にくい。   

先生の寿が長くない授業にしてはしい。（もっと）   

起業期間と他の行事等がなるぺく重ならないようにしてほしい   

利益は自分達のものにできる様にした方がみんなのやる気も  

あがるかと   

活動が自由な取り組みがあったら良いなと思います。そうす  

れば、グループごとで独自性があって面白いし、意欲がある人  

とそうでない人との差がハツキリ表れると思います。  

このアンケートの結果を見て、他の人達はどのように考えて  

いるのか知りたいです。  

7．今後の課磨   

起業基礎の魅力は、生徒の多彩な活動を教員が支援す  

ることで、成功央敗両方を含めた活動の発展を見ること  

ができることだが、生徒も教員も業務に追われ多忙とな  

ることが避けられない。さらに、2年次は12月に台湾校  

外学習（4泊5日）を実施し、今年度は台湾での交流校  

が初めて来校する行事も実施した。そのため、11月の企  

業活動の時期は校外学習の事前学習・準備と重なり、多  

忙を極める形となった。来年度以降の授業の展開につい  

て、簡素化・合理化のくふうを検討する必要があるだろ  

う。   

クラスを越えたグループ活動は生徒の人間関係にも大  

きな影響を及ぼす。企業のなかには解雇にふみきる社も  

あり、該当生徒に対するカウンセリング等の支援も必要  

であることを痛感した。   

アイディアを生み出す発想法として、KJ法とブレー  

ンストーミングを利用したが、企業の商品開発担当者な  

どに協力を仰ぎながら、新たな発想法を検討することも  

今後の発展につながるだろう。   

（3）評価活動まとめ   

科目開発から4年が経過し、先輩からのアドバイスや  

授業担当教員の経験値も上がり、授業の流れ全体を見る  

とスムースに進めることができたように思う。また、坂  

戸市役所をはじめ外部団体との連携体制も少しずつ発展  

し、夏休みの企業見学も含め生徒の活動が校外に広がっ  

た5年目であった。特に、「現実の社会の厳しさ」を赤  

字売上や質問回答の形でもらった企業は、失敗経験によ  

る学びの大きさを実感できたのではないかと思う。成功  

体験も生徒を伸ばす大きな要素となるが、「失敗から学  

ぶ」ことの重みを体感し、次年度の卒業研究に活かして  
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資料1－① 5月8日起業家講演レポートとメモ  
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資料1－② 夏休み課題  
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資料1叫③ 企画書（筑坂清掃団の例）  
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資料ト④資金計画書（手作りスコい－ン販売rAFT巨Rnoonつくさか♪」の例）  
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資料1－⑤ 2学期ふりかえりシート（CIean’sの例）  

批
准
輔
哲
電
話
錯
戸
脚
喘
搬
認
（
q
き
ー
u
）
d
8
輔
轡
d
再
謀
力
対
鞘
醐
篭
牌
糾
さ
バ
ぐ
ノ
か
什
印
〓
 
 

鈍
叫
．
見
料
せ
対
仙
㌢
塗
崗
堵
さ
バ
〓
か
荒
瀬
醐
壮
芽
ぐ
．
諺
沖
バ
ぐ
ノ
か
鞘
謳
翻
賠
庸
叫
か
∩
什
d
′
鞘
閑
 
 

8
繋
浴
口
汚
短
∪
什
頭
ぐ
ノ
鞘
叫
○
、
少
8
曹
沖
8
桝
む
∩
対
∪
バ
縄
甜
8
Ⅱ
劃
榔
録
∩
討
故
山
O
 
 

■
●
－
■
■
■
－
－
＝
■
一
一
●
l
l
t
 
l
 
l
l
－
1
一
一
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
・
一
■
－
－
－
－
－
－
■
－
■
l
■
－
「
■
●
一
－
■
●
t
－
●
●
■
－
雷
霊
●
■
●
■
■
－
 
 

〕
．
∵
瀾
個
価
－
r
．
ふ
儲
掃
け
㌧
博
｛
丹
念
 
 

N
．
帥
＃
曲
【
 
…
…
…
1
…
…
．
簿
㌣
 

…
…
 
u
．
り
也
u
〕
什
詳
塑
拉
置
 
 

．
．
…
…
…
 
 

m
斡
料
町
野
㌢
軒
数
 
 

■
－
一
－
】
－
一
■
t
 
l
l
 
l
 
l
 
l
 
l
一
l
一
l
 
l
l
－
t
 
l
1
－
－
－
－
－
－
－
I
－
I
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
－
1
I
l
－
－
－
－
－
－
－
－
1
1
－
－
－
－
－
■
●
－
－
‘
■
一
一
－
●
－
一
一
■
■
－
－
●
－
■
■
●
－
●
一
●
一
 
 

－
●
●
■
1
－
■
■
－
●
－
一
一
■
▲
一
●
■
■
●
－
■
l
 
l
 
l
 
l
l
l
一
l
一
I
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
－
－
－
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
●
－
●
一
●
■
一
■
●
■
 
 

＼
 
 

l
 
l
l
 
l
 
l
l
 
l
l
一
－
一
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
－
1
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
－
■
●
一
●
－
●
一
一
■
■
l
■
－
－
一
●
一
l
■
■
一
●
■
－
－
■
t
一
 
 

ひ
．
訪
米
前
磐
鮎
d
置
8
咄
∧
鈍
d
8
鞘
覇
（
亜
麻
壁
〓
榔
叫
芸
叫
恥
〓
曹
）
 
 

霞
 
静
的
 
 

欝
 
諦
的
 
 

欝
 
諦
曲
 
 

霞
 
諦
的
 
 

へ
庸
制
止
宮
山
藩
N
医
r
 
 

「
融
瀬
桝
殻
」
N
噸
避
（
せ
召
）
、
り
8
導
師
8
で
一
丁
 
 

硲
塑
‥
蘭
画
掛
露
 
 
霞
 
諦
曲
 
 

滞
空
‥
 
 
 
日
 
 
露
 
訊
帥
 
．
■
，
 
一
 
●
．
．
▼
．
t
 
●
．
■
 
■
 
●
 
－
 
－
 
●
 
■
 
L
I
 
●
 
■
 
■
 
l
 
■
l
 
l
 
l
－
 
t
 
l
・
l
 
一
 
 

…
 
諮
 
諦
曲
 
 
 

群
塑
‥
 
 

芳
発
（
計
龍
頭
塑
白
臨
む
如
臨
）
 
 

N
欄
 
C
註
 
勺
嘲
 
 

霞
 
諦
曲
 
 

欝
 
打
開
 
 誌

哺
ケ
司
轡
牛
 
 

N
 
 

（
ぷ
′
、
町
 
 鮒
閑
胤
卵
…
…
…
 
 
 

．
恕
津
 
軽
監
 
 

‥
侶
宵
闇
 

●
●
－
1
■
，
一
●
t
－
一
一
t
l
t
l
l
t
－
－
－
－
1
▼
・
t
▼
－
－
－
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
1
－
I
I
－
－
－
－
1
1
－
－
－
1
1
－
－
－
I
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
一
■
－
■
●
t
■
l
■
 
 
 

：
：
：
l
一
l
t
‥
…
－
－
－
－
I
－
－
‥
－
－
‥
－
－
－
－
－
－
－
－
－
‥
－
－
－
‥
‥
－
‥
－
－
－
‥
－
…
－
‥
‥
…
－
…
－
‥
－
－
1
－
－
－
－
I
－
－
－
－
＝
－
‥
－
－
●
■
：
 
 
 

■
●
一
：
l
l
l
l
一
l
一
■
■
▼
l
l
l
▲
■
t
■
－
－
－
‥
I
‥
－
－
‥
‥
－
－
－
－
－
－
－
－
＝
1
－
－
－
－
－
－
－
1
－
－
し
－
－
－
－
－
1
－
－
－
I
－
‥
－
－
－
－
－
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
l
【
；
：
●
一
■
 
 

．
 
 

皿
裾
斬
‥
中
川
㈲
拙
軋
仰
．
息
漸
矧
閣
 
 
 
 
 
 
 
督
丹
 
 
 
 
 
塾
郡
餅
骨
髄
軒
患
温
掛
 
 

庖
ド
ハ
信
相
対
 

の
．
 
 

」
．
雑
報
覇
浴
8
印
各
円
駿
㈹
何
廿
 
 

討
沖
村
8
瓢
鍵
潮
騒
ユ
弾
軌
ぐ
ノ
○
 
 

0
0
．
∩
さ
鮎
d
8
飾
昏
翻
、
少
8
守
沖
6
′
 
 

満
甜
逆
沖
バ
r
ノ
か
鞘
甜
 
 

帯
ホ
鱒
白
E
短
肯
 
 

溝
‥
 
 

甘
 

（
些
「
1
蔓
｝
バ
再
r
ぐ
ノ
「
↓
∪
8
き
8
u
ぶ
垂
ト
l
代
8
沙
塗
螢
欄
芝
 
 

●
●
－
一
一
一
一
一
－
●
●
■
－
－
－
●
■
■
●
l
－
▲
■
t
・
－
－
1
－
－
・
・
・
・
－
‖
－
－
－
ヘ
ー
＿
∩
－
－
－
－
り
■
■
㍉
一
－
●
－
．
．
．
．
．
■
●
t
l
●
，
●
 
 
 

り
 
可
●
．
 
 

一
一
 
郎
箇
湘
桝
甘
酢
㈲
甘
甘
≠
‥
駁
町
‥
宵
師
宮
‥
晶
 
 

芯
恕
．
胃
、
㍗
両
津
環
ほ
㍍
‥
冊
藍
甘
㌦
］
 
 

．
 
 

催
㌢
汽
∩
什
′
雌
沖
村
∩
什
．
卜
l
さ
琴
爪
習
8
許
せ
印
〓
卜
l
什
′
 
 

｝
揖
料
 
 

払
n
持
昔
ト
r
 
 

綜
b
旨
付
い
こ
．
1
q
．
 
 
 

84  



0
0
．
 
計
淋
若
頭
 
 

竿
一
喝
 
 

瀬
覇
白
面
画
面
 
 
 

↓
．
 
計
瀬
編
潔
 
 

聖
画
 
 

樹
霜
古
館
替
諒
望
 
 

0
0
．
 
浄
固
8
訪
仰
ぐ
ノ
 
 

爪
r
 
u
－
q
u
T
 
 遥

】
 
 

【
、
㌣
苫
『
 
 
 

u
．
 
N
匂
u
u
 
＞
準
（
 
ヂ
伽
）
 
 

藍
蒜
垂
習
義
塾
出
梅
陣
忘
匝
k
忘
后
L
 
 

【
盲
卑
官
】
 
 

阜
．
 
塑
謡
紗
密
（
計
溝
桝
観
取
苗
d
聖
髄
漱
些
亘
印
詩
境
8
単
記
ン
叫
か
∩
什
）
 
 

一
．
冷
感
鵬
【
拳
粁
1
ず
【
ヾ
嘘
∫
′
♂
－
 
 

N
．
妙
＃
的
【
 
已
§
フ
一
小
 
 

山
一
 
掃
横
磯
畑
（
∪
∧
伽
守
韓
搭
如
何
顔
面
⊂
印
静
観
8
智
詔
y
叫
か
∩
什
）
 
 

（
扇
甜
）
 
 

討
沖
村
8
酎
淋
q
き
ー
u
8
輔
営
一
ト
l
U
〓
バ
．
冷
顧
榔
翻
飾
付
門
出
塾
占
亮
丘
∧
謀
ユ
対
価
〓
○
 
 

田
内
r
．
軒
端
如
d
掛
附
偶
さ
苗
鈴
蘭
掛
（
静
阻
鮪
白
∪
代
－
）
刺
巻
遜
叫
か
∩
什
○
鼎
和
′
鼎
 
 

頭
8
輔
替
0
0
せ
忍
脱
翻
御
萌
芽
円
掛
∧
∩
什
．
 
 

恵
〓
諦
曲
 
 

酷
〓
甜
曲
 
 
 

藍
〓
甜
曲
 
 

「
酎
樅
桝
融
」
N
堰
避
（
計
搬
餅
詳
）
診
G
導
師
8
で
一
丁
 
 

（
 
〓
丑
一
票
二
エ
 
 

（
≡
1
ご
〔
こ
）
孟
吾
鳶
 
 
 

（
点
芸
D
、
予
鼠
．
 
 

（
軍
ヂ
ア
キ
吾
苛
、
尊
号
√
監
、
 
 

窃
㊥
叫
′
 
葺
‥
聖
孟
ハ
 
 

N
鼎
 
 蔓

‥
蔦
 
 

蜜 
旛 
胃 
島 
喝 
9 
旛 

苛皿 

佃邑  

C
許
 
」
隠
 
諦
的
 
 

ユ
〇
．
付
－
き
ぃ
弐
ぺ
ヾ
丁
（
塗
讐
露
茶
壷
）
 
 

：
l
l
：
l
：
－
－
t
t
‥
…
－
－
－
－
…
‥
…
－
－
…
－
－
‥
1
‥
‥
…
－
1
…
－
－
I
‥
…
－
I
－
…
‥
…
－
…
‥
－
－
－
－
－
‥
…
－
1
－
…
－
－
－
－
●
 
 
摂
亘
患
．
再
出
罠
‥
バ
昔
舞
．
匝
．
詩
心
声
鉢
哲
坤
轟
佃
野
瞥
－
浩
桓
掬
凧
l
・
．
t
 
 
れ
砥
．
㌣
か
〆
慧
．
ぺ
甘
｝
一
念
賢
母
軒
…
t
…
…
t
≡
…
…
…
…
；
－
▼
…
…
 
 

■
．
■
 
 
 
 
’
 
 
．
－
 
 
 
■
 
 
 
 
－
「
 
 
 
■
▼
■
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
離
別
削
針
机
酎
…
発
明
湘
都
郡
山
損
困
冊
肯
鼎
愚
漸
争
 
 

担
 
 

康
 
 

‥
帥
髄
漸
鼠
畑
拙
甘
苦
鳳
小
甘
嘗
困
‥
拙
慣
師
恩
潮
（
骨
脛
宵
浩
美
紺
ぶ
 
 

討
沖
村
8
q
き
ー
〕
8
静
観
・
静
離
餌
準
ト
ー
U
r
ノ
バ
′
討
村
村
皿
榔
8
轟
諒
聞
噌
㈱
対
空
ノ
。
 
 

肯
 童
貰
替
 
 

バ
．
代
8
恥
 
 

‥
 
 

m鮮 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  －
 ト 
 

職
‥
酢
動
刹
洒
隕
漸
前
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
．
．
 
 
．
■
l
r
」
－
 
 
 
L
 
 
 

針
鉦
悪
風
宵
押
頂
晶
 
 

N
噸
吉
日
腑
守
門
「
計
淋
餅
替
」
翻
苛
U
パ
′
 
 

■
 
 
＿
r
 
 
 
 
〉
 
 
．
 

．
 
■
一
 
■
一
 
一
▼
 
 

山
村
雌
沖
醐
芯
ぶ
鮎
⊂
印
守
↓
討
封
印
8
．
雌
沖
漸
数
ぇ
沖
竺
ノ
け
 
 

∠
G
9
 
 

軒
門
詔
 
 

尉
且
 

討
封
印
再
「
耐
離
叫
か
」
什
ぐ
一
山
n
什
R
U
ぐ
ノ
 
 

l  

鉦
龍
普
麺
澤
昔
管
見
妙
 
賃
だ
吐
こ
藤
湿
ぜ
 
市
 
鍔
 
「
 
訂
 
 

藻
腎
 
 

辟
 
 

：9  
笹
津
｛
旨
一
l
材
へ
．
〆
 
 
 

85  



資料1－⑥ 起業基礎ワークシ小 及び 起業基礎銀行預金通帳の記録  
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資料1－⑦ 活動のようす（写真）   



資料2 平成用年度「起業基礎」保健所設置について  
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平成19年度「起業基礎」全企業の活動状況まとめ  

平成19年12月21日現在  

登録番  
企業名   業務内容   

社員   企業登   審査通   校内   校外   通帳残高  資本金  純損益   

Eコ プチ  数   録   過   対象   対象  

200701  ブラウン（有）   盲導犬募金   8  9月11日  9月21日  ○  ○  4，010  4，000  10   

200702  ひらがいしゃ   人材派遣   8  9月11日  10月23日  ○  1，520  1，040  480   

200703  チーム・サイエンス   実験教室   9月11日  

200704  広告・宣伝します店   他社の広告   3  9月11日  

幼児へのダンス指導   9月11日  11月6日  ○  1，279  2，000  －721   

7  9月11日  10月23日  ○  10，985  14、160  －3、175   

200707   7538．music   サークルホームで音楽を演奏する  4  9月11日  Ll月13日  ○   0   0  0   
200708  なんくるないさ－   サーターアンダギーの販売  6  9日11日  11日5日  ○  12，989  5，500  7，489   

200709  筑坂KARUTA社   競技かるたを教える   3  9月11日  11月6日  回  2，443  5，000  －2，557   

200710   K・A・0   メイク   5  9月11日  ＝月13日  ○  5，836  7，600  －1，764   

200711   NTTS   フリーペーパー   5  9月11日  11月12日  ○  137   67  70   
200712   ファーブル   しおりの販売   4  10月2日  11月1：i日  ○  1，500  1，290  210   

200713  （株）斎藤史敏   靴や上履きの消臭・殺菌  2  10月2日  11月5日  ○  1，955  505  1，450   

200714   筑魚天国   ガムの販売   3  10月2日  

200715  シネクラブでボン！   紙芝居と駄菓子販売   6  10月2日  11月6日  ○  3，490  2，800  690   

200716  L＆Sカンパニー   フレッシュジュ⊥スの販売  9  10月2日  10月30日  ○  7，925  7，000  925   

200717   筑坂製薬   手作り石けん   4  10月2日  

200718   つくね   オリジナルネクタイ販売  8  10月2日  11月6日  ○  7，675  3，100  4，575   

200719   筑印良品   エコバッグの販売   6  10月2日  11月13日  ○  7．985  7，400  585   

200720   Clean’s   トートバックの販売   2  10月2日  10月23日  ○  24，095  16，905  7，190   

200721  ぱくばくぼ－く   写真撮影・販売   3  10月2日  11月6日  ○  5，980  6，000  －20   

200722   MMRY会社   学校紹介新聞の販売   4  10月2日  11月5日  ○  360   100  260   

200723  筑坂清掃団   清掃・資源リサイクル   10  10月2日  10月23日  ○  ○  －250   0  －250   
200724  MISHRAN－TKB  テスト対策問題集作成・販売  3  10月2日  11月13日  ○  8，240  3，200  5，040   

200725  ピクピクにんじん  空ペットボトル、空き缶回収  3  10月2日  11月13日  ○  0   0  0   

200726  つくタッキー   ポットパイの販売   6  10月2日  10月30日  ○  ○  1臥879  13，560  5，319   

200727  。＊幸輝＊0   ケーキの販売   2  10月9日  10月30日  ○  10，083  7，313  2，770   

200728  A氏ernoon つくさか♪   スコーンの販売   5  10月9日  11月5日  ○  14，890  10，000  4，890   

200729  せんべいの会   一口せんべい   3  10月9日  

200730  フタエノキワミ（仮）   HP制作・データ入力   5  10月9日  

200731   IKKYO   フレンチトースト販売   5  10月9日  11月13日  ○  700  3，700  －3，000   

200732  輝き☆モータース   市販の菓子販売   4  10月9日  11月13日  ○  8．064  7，640  424   

200733   赤い部屋   都市伝説をVTR化・上映会  3  10月23日  11月12日  ○  9，820  3，700  6，120   

200734   旨馬サラダ   サラダの販売   3  10月23日  11月6日  ○  5．250  5，000  250   

200736  ドンdeびれっじ   （不明）   3  10月23日  

合計    159   小計     175，840  138，580  37，260   

※「校内対象」とは、校内の人間（生徒・教員ほか）に対する企業活動を指し、「校外対象」とは、学校外の人間に対する企業活動（入試説明会もふくむ）を指す。  

※資本金は、平成17年度「起業基礎」委員会に対して服部次郎校長（当時）が10万円の基金提供をおこない、以後運転資金として引き継がれている。  

【まとめ】  

登録企業数：36 融資審査通過企業数‥28 校内活動企業数：27 校外活動企業数：10  平均社員数‥4・6人  

資本金：130，580円  通帳残高：175，840円  純利益：37，260円  

－9l－   
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